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のエネルギー準位の環境による分布を近似的に考慮する。理論は強磁性遷移金属合金 (fccNi- Fe, 
bcc Fe-Ni . Fe-Co ・ Fe-V) に応用され，磁気モーメント及び帯磁率が実験との比較において，局










る。このような立場からの理論としては MiwaおよびBrouers ， Ducastelle , Gautier , Van der 
Rest によって与えられたものがあるが，浜田君はこれ等の理論の不充分な点を指摘し， Butler によ
って提唱された boundary site近似を導入することでその欠点が是正されることを示し，また最近接
原子の電子状態の組成依存性をも矛盾なく取入れる新しい方法を考案した。また第 2 の部分において
は，上記の一般理論を Fe-Ni ， Fe-V合金等に応用し，強磁性合金での原子の電子状態とくに磁気モ
ーメント等の環境依存性をはじめて具体的に計算した。現在までに知られているいくつかの実験結果
について浜田君の計算は合理的な説明を与えるものであることも明かにされた。
上記のように浜田君の論文は，遷移金属合金の電子状態について従来よりも一歩進んだ理論的取扱
いを発展させたもので，金属物理および磁性体の物理に大きい貢献をしたものと考えられる。結論と
して理学博士の学位論文として十分な価値をもつものと判定する。
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